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 研究２では、小児生活習慣病予防事業を実施した B 市の公立小学校の４学年児童 226 人の血
液検査結果及び生活習慣調査、その保護者を対象とした生活習慣調査により、血液検査結果と生
活習慣の関連性を検討した。血液検査結果はコレステロールを分析対象とした。総コレステロー
ルの最大値は男子で 247.0 ㎎/dl、女子で 279.0 ㎎/dl、境界域の児童も認められた。 
分析方法は、検査項目毎に検査結果の対数値を目的変数、児童生活習慣や健康に関する意識を
説明変数、児童の性別、BMI を調整変数とした重回帰分析を行った。 
結果として、児童の総コレステロール値が高いことは、「児童が朝食を食べない」「好き嫌いが
ある」「ダイエット経験がある」「運動時間が短い」「食事と運動によって血液検査の結果は変わ
らないと思っている」（p<0.05）と有意に関連していた。 
他のコレステロール検査において関連が認められた生活習慣と合わせて因子分析により、共通
因子を抽出したところ、以下の 10 因子が抽出された。児童では「食への配慮」「体調管理」「運
動との接点」「肥満の自覚」「規則正しい生活」「食に関する知識」に関連していた。保護者では
「子どもへの食への配慮」「子どもの食への関心」「運動への関心」と関連していた。 
さらに、児童のコレステロール値とこれら因子の関連を確認するため、４種類のコレステロー
ル検査値によるグループに児童を分類し、各因子の回答平均値によるグループ間の差異を一元配
置分散分析により検討した。「全て境界値の範囲内である児童」のグループは 54 人（29％）、「１
項目が境界値から外れる」グループは 67人（36％）、「２項目が外れる」グループは 43人（23.1％）、
「３項目が外れる」グループは 22 人（11.8％）であった。４項目の検査値が全て境界値から外
れる児童はいなかった。これらの結果から、コレステロール値が境界値を外れることと「食への
配慮」の関連性が認められた［F(3,182)=2.879 p=0.037)］。 
生活習慣病を小学生が自分のこととして捉えることは難しいため、児童の血液検査結果を健康
教育の教材として用いることが、食を通じた生活習慣病予防の動機づけとして必要であることが
示唆された。 
 これらのことから、食物の体内での変化、栄養素の過剰・欠乏による病気など、食物からの栄
養摂取の状況により健康状態が影響されることを理解し、「食への配慮」を学ぶことを目的に、
農業体験学習を実施することによって、これまで、「食への関心」を持つことまでで終わってい
た農業体験学習の効果が、「食への関心」から「健康への関心」まで進むと考えられた。 
 このような新たな農業体験学習を行うことにより、食からの生活習慣病予防が可能であると考
えられた。 
 
